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はじめに

利尻島で車両直するカモメ顕は、ウミネコ (Lams

aαssiroslris) とオオセグロカモメ (L. schι

sagus) の 2 種である。ウミネコは毎年 3 月上旬

に利尻島へ控米し、繁殖期間を経て11月中旬には

控去する。一方オオセグロカモメは一年を適して

観察されf'l尻島では留鳥とされている ('I、~ 19

88) 。これまでこれら 2 種の繁殖地は、 f'l 尻砧北

部の海岸毘地に集中する闇向にあコたが、 1987 年

から利尻島北西部の牧湯という特異な環境にウミ

ネコが監殖地を昨成するようになった。これらの

状況については、すでに報告(西 6 小杉 1988,

小杉 1989) しているが、本報では1990年の調査

を追加し、利尻島におけるウミネコ賠殖地と、そ

の状況について報告する。また、その新たな繁殖

地形成に図ると思われる既存の北部海岸域繁殖地

の変化と併せて、ウミネコ車殖地の移動について

考察した。
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調査地

利尻長会におけるウミネコ オオセグロカモメの

車殖地を図 1 に示した.

繁殖地は現在大きなところで 4 ケ所硝認されて

おり、そのヲち 3 ケ所はぺン師夕日ケ丘 ポン

モン，)で北部海伴棋の約，Kmの範囲に点在して

いる。外の l ケ所は、西部の牧場内に形成された

繁磁地で、北部海伴域賠錨地から8Km雛れている。

ペゾ師は、標高岡田の鷲泊港西側に突き出た岬

で、頂上まで遊歩道がついており且織の観光シー

ズノには多くの人々が桂来する。また、遊歩道を

墳に西酬が断崖，東側が草付きの急斜面となって

いる.ここでは1979年 7 - 8 月にウむネコ 480羽

白観察と揖殖報告(早稲田大学生物同好会 1四0)

があるが、現荘は才オセグロカモメだけが宮果し

ている。

タ Bケ丘は、標高田mと也〈はなるがペソ岬と

よく似た地車であり、遊歩道を境に西側が断崖，

東側が."付きの斜面となっているのも同級である。

ここでも、オオセグロカモメだけが営巣している。

ポンモ γ リは、前述の夕日ケ丘より西側 500m

程の爆から 100m程離れた小さな島で、南側半分

が主主付きの斜面で、北側半分が斯ttになっている。

ここではウミネコとオオセグロカモメが繁嫡して

おり、南側の"付き斜面にウミネコが宮巣 L、北

側断崖にオオセタロカモメが宮果している。

新たむ賠殖地の牧場内は、島内を掘現する道々

に面した広さ約 1叫haの島内唯 の牧場である

(図 2 )。営巣は 1987年から大規慌にな勺たも

のの、その兆候は1986年からあったと牧場主は話

している。繁殖ミ与の状況について調査をしたのが

1988年からであり、それ以前の状況は不明である。

調査方法

調査は、 19開年 6 月 19日に牧場内におけるウミ

不コ目成鳥散等のカウノトを行うことから始め、

1 週間後の 8 月 26日には同所の宮巣動及び範囲の

捌査と、北部海岸埴の 3 ケ所の成鳥散と官製状況

を調査した。カウン卜は、繁殖地内の調査時点に

おける実数であり、 1 田町回線によるカウ〆トと

写真とで行った。車殖地内の宮品数等については

史散をカウノトし、営巣箇所!範囲を抱揮した。

そして、これらと同時の調査を19同年， 1990年も

行ゥた。ただし、筆者の都合で1990年は調査回数

が撞直に掛った。

調査結果

1. 1田7年

1987 年では、宮』徒動，成島散ともに不明である

が、繁殖地の範囲は牛舎南側の露岩を中心とした

小担視なものであった〈図 3 -1)。

2. 1988 年

6 月 19 日に牧場内繁殖地の成局数のカウノ卜を

行い、的 8.0 叩羽によって形成されていることが

判明した。そのっちウミネコの若島は 36 羽と少な

く、外にはオオセグロカモメ 3 ~目が観草されたが、

これらは宮巣していなかった。

i週間後の 6 月 26日には、監殖地内に入り営巣

散及び営巣範囲の調査を行った。その結果、営巣

教は曲8巣であった(韮 1 )。宮巣は、枯れ草等

で躍鹿が確実に造られているものをカウノトした。

営巣範囲は 1987年の 3 倍を越える程に広がり(図

3-2)、露岩を中心とした1987年形成部分の営

巣揖置が高〈、 l同8年に拡大した繁殖域は密度が

低くなっていた。また、営巣は露岩のくぼみを利

用したもの、露岩と草地の境に造られたものが多

いものの、丈の也い草地に格れ主主を簡単に敷いた

ものもかなり見られた。

岡田、北部海岸埴繁殖地のぺ ν岬では、西制断

躍にオオセグロカモメの営巣が10巣礎認できただ

けで、ウミネコ自営巣は無く少数が海岸に観察さ

れただけである。夕日ケ丘では、北西側の断塵に

表 1 繁錨地内の首謀、卵、雛散Cl988. 6.26)

Table1.Numberofn田ts ， eggsachicks(1988.6.26)

巣 nest 卵 'gg 鍛 chick 卵、雛の概いよ~ nestsofnoeggsornochicks

998 522 446

59-

374



•

I.III 咋

利尻町立陣物館年報 節目線 1991

•

•

I.Ill! 奪

Cる\以
図& 粒場内需殖地の分布状 uew が分布袋)

Fig3. Distribution of brcedingcolonies

60-



小杉4日樹 不'J氏.~¢におけるウ 1 ネコの繁殖地

オオセグロカモメの首謀が確認されたが、ウミネ

コの宮巣は確認され江かった。ボノモンリでは、

前述のとおり北捌の躍地にオオセグロカモメが営

巣 L、南伽lの草地にはウミネコが営巣していた。

北刷民地のオオセグロカモメの繁殖地は、夕白ケ

丘から状視を観察することができ、確盟した宮巣

散は60巣であったが、死角に伝っている部分が多

少あるため、その散を上回ると思われた。反対に

南側の若手地は、対岸の海岸から観察することはで

きたが、イワノガリヤス(白lamagrost凶 lang

sdorffii) の丈が高〈宮梨等の詳細な縫訟は鴎難

であった。ただし、草地と岩場町墳にオオセグロ

カモメの営巣を 3 巣確認した。また、ポンモンリで

のウミネコ成司教は 2帥-- 300羽程度であった。

3. 1989 年

3 月四回、車殖地付近の新機漁港にウミネコの

群れが観察され、その挫豊創立自増しに増加した。

3 月 21 目、牧場内白繁殖地に対して「フン公害

漁業産物への被害 J 防止を目的に防烏テープが

張り迎らされた。録制ウミネコは、そのテープを

嫌い牧場内に降りなかったものの、数日後にはそ

れに慣れて牧場内に降りるようになった。

3月 25 日、牧場内及び北部海岸国の酷殖地にウ

ミネコは闘察されず、ポンモンリでオオセグロカ

モメの交尾を制ぷ書した。盟、 3 月 26 自もオオセグ

ロカモメがほとんどでウミネコは惇近くに 20 羽だ

けであった。

3 月 21 目、牧場草地の野憐きが行われ、盟 3 月

28 巳と 4 月 l 自にポンモンリにおける成向散のカ

ウノトを行い 3 月 28 日が 60 羽。 4 月 1 日が 800 羽

で夕日ケ丘にも 20 羽観草された。この問、牧場内

でのウミネコの観察はなか勺た。また、 4 月 48

-5 日に新淡漁港と栄 1~ 漁港にそれぞれ1. 800 羽

と1. 200 羽が夕方に副察されたものの、やはり牧

場内には観察されなか勺た。その桂、 4 月 7 固か

ら牧場内にウミネコが観葉されるようになった。

5 月以自と 5 月 21 日に、牧場内の営巣状況の調

査を行うた。 5 月 118 には既に抱卵しているもの

が 5 栄あった。繁殖地の範囲は i抽8俸を更に上回

り、牛舎車捌の防風保安林を超えて広がっている

ものと、道々を挟んで海岸側にも営巣していた

(図 3-3)。その時点で暁目散のカウノ卜をし

たかったが、 1988年を明らかに上回っており、一

入では悶難は状況であったために断念した。 5 月

21 日には防風保安林より上部の調査をし、成感動

的 3，加O羽と抱卵している皐を 10巣確認した。

5月 28目、ポンモゾリとタ臼ケ丘の成鳥散の調

査をした。ポンモ γ リではウミネコ50羽とオオセ

グロカモメ 450羽，タ aヶ丘ではウミネコ 10羽と

オオセグロカモメ 100羽が岨怒声れ、夕日ケ后の

オオセグロカモメは抱卵しているものもあった。

6 月 10日、牧場内の成問散のカウントをした。

盤殖地に定着 ltこ時点での成鳥散とは比較にはら

ない程由'l>散となり、 1988年部分で 2.640羽。防

風問責林より上部の1田9年部分で1，目。羽田合計

4, 030羽であった。これは、この牧場内の盟殖地

が何らかによって荒らされたことに因るわけで、

崖座は数多く存在しているのに、その中に卵はほ

とんと'無かった。

6 月 14日、ポンモンリと夕日ケ丘の成時散を再

度カウ/トする。ポンモソりではウミネコ 1 ， 700

羽とオオセグロカモメ 28 羽が観察されたが、実轄

の車殖地となっている南酬率付き申斜面での散は

450 羽で外のし 250 羽は障や上空で観察されたも

のである。また、抱卵しているものは少なく、オ

オセグロカモメの宮巣がそ目中に 19 巣隊認された。

タ臼ケ丘では 10 羽白ウミネコとオオセグロカモメ

150 羽であったが、ウミネコの宮巣は確認できは

かった。

6 月 26 白、牧樹内の草舵地を観察するが、状態

は怒化する一方で卵はほとんど無く、ョ百々から梅

岸剛の繁殖地では成鳥量生が地加していた。

そ白後、 7 月 7 臼にウミネコは繋殖地を放棄し

れ

'"。

4. 1叩0年

3 月 308 に繁殖地への定者がみられ、 6 月 9 日

に成鳥動。営巣散及び形店状況を調査した。その

結巣、営巣純圏は牧場内において密度が低くなっ

ていることと、防嵐保安林よりよ部に宮よ誌が無い

ことの他は 1989 年と変わらなかったが、海岸側で

は膨大な広がりが見られた(図 3-4)。成日

散は、牧場内に I，叩O羽、海惇酬に 8凹羽の合計

2, 700羽を級事した。宮県散は牧場内に1. 125巣、

海岸側に 480巣の合計1. 605巣あった〈衰の。

また、オオセグロカモメの店主鳥6羽と宮県飽卵し

ているものが i 県あった。

6 月 30 日 -1 月 1 目、これまで懸案であった繁

殖地内の鍛鳥に対しての標識装着をすることが出
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表 2 賠殖地内の富果、卵散(l伺 o. VI.9)

Table2.Numberofnestsandeggs(1 990 羽 9)

且 nest 卵 'gg 卵白無い巣 nests ofnoeggs

牧場内 meadow

海岸倒 seashore

Htotal

1, 125

4剖

L605

765

267

L032

522

306

828

表a 酷殖地内離のパンディング数(l目。羽 30-VB. I)

Table3.Numberofnestsandeggs(1990.VI.9)

牧腸内 meadow

散 number 104

足現番号 band number 09A16凹1-1即日， 16101-16142

海岸 seashore

31

09A16063-1 印16 ， 16143-16159

来た。パンディングは苫小牧市在住の三浦二郎氏

の指導のもと、 1団個体に樟識が装脅された。宰

考までに、足輪番号を聾 3 に示した。

7 月 22 日、ポノモン，)で若鳥が飛んでいるのを

確認したが、牧場内では未だであった。

8 月 15 日、牧場内の車殖地から全てが具立ちし

た。海際酬では、それより 1週間遅れた。

つになり、逆にポノモシリを中心とした北部海岸

峻の型車殖地で多くのウミネコが観轄されるように

忽った(図 4. )

羽

2.000

「ー『

し 500

「一

1.000

U1.26 m.28 1¥'.1 V.28 VLl4
図4 ポンモンリで観察されたウミネコ艶

(1989. m.26-Vl. 14)
Fig4.NumberofBlack-tailedGullinPonｭ
moshiri

考察

i 繁殖地問の関揺

1987年以前の飯察記韓が不十分であるため、そ

れまでにどのような変化が北部海岸場の聾殖地に

あったのか、まったく不明である。また、ぺγ岬

でのウミネコ繁殖の報告がされていることから、

1979年から 1987年の 8 年間にここでの宮殖地が消

極L、移動したことは明確であるものの、この霊

化が牧場内樫菊地の形成と時期が同時であるのか

も不明である。

1四9年は、ウミネコが初認された時期からポノ

モンリにおける醐体教が前年度より時世 L、牧場

内繁殖地付近に厚い時期から多くの倒体が観察さ

れた。しかし、 3 月四日に牧局内田野暁きが行わ

れると、牧場内では一時的に繁殖地が消滅したよ

62
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これらの変化は、牧場内酷殖地昨成の初期に前

年代ンモンリで繁殖していた個体群が、牧場内繁

殖地に移動していたことによるのでは江いだろう

か。このことから、北部海岸峻繁殖地からの移動

群が牧場内壁硝地形成の 綿であり、北部海岸域

繁殖地の減少と、牧場内繁殖地の地加に関連性が

あったと考えられる。

2 移動の要因

移動の要因については、オオセグロカモメとの

関係と繁殖地環境の悪化が挙げらる。特にオオセ

グロカモメとの関係については、近年北海道でも

その倒体散の増加が柑告(綿耳ほか 19開)され

ている。また、道東のユルリ島では珂腫聞の関係

によるウミネコ繁殖地の消滅が報告(近藤ほか

1986) されている。

利尻島においても、 19拍年に久連地区白海上の

岩場に 2 巣と、制崎地区の海岸田断崖に 1 巣が営

巣した。久辿地区のものは2度抱卵したものの、

2 度とも波に流され繁殖に失敗したが、御崎地区

では 2 羽が巣立ちした。そして、 1990年には御崎

地区で海上の岩場に 10mが営巣し、ほぽ全てが巣

立ちした。久連地区でも海岸の断崖に場所を移し

て]巣か宮巣し、 2 羽が巣立ちした。このように

!t団繁殖をする踊向にあるオオセグロカモメが 1

番いもしくは、極少数で繁殖していることから、

既存の繁殖雌!が飽字削犬態になり、ウミネコの繁殖

地内に進行していることは充分に考えられる。

繁殖地環境の盟化については、ペン岬と夕日ケ

丘では前述のとおり繁殖時期と観光ンーズノが置

なるため、人為的な最先華を受けやすい地壊である

ことは明確である。しかし、開発行為が繁殖地に

直接及んでいる等の事実は無〈、断庄等の刷機や

尊付き斜面が徐々に断盟化している等白変化は非

常に緩慢であり、ごく軽微である。また、牧場内

繁殖地での人的な圧力が加わった時に、夕日ケ丘

にもウミネコが観察されだしたことは、繁殖ので

きる環境が朱だあるということが伺える。このこ

とから、ウミネコが新たな繁殖地に移動しなけれ

ばならなかった程の環境変化は措く、むしろより

肝適江理場を求めた結果ではないのだろうか。

3 繁殖地環墳の選好性

ウミネコがどのような環境を肝むのかについて

は、ポノモンリ累積地でも1;(付き斜面の部分で営

巣していることから、息地を好む閉向にあること

63

が伺えるが、牧場内繁殖地の調査では、牧場内の

露岩に集中しその岩のくぼみに営巣するか、岩と

草地の境に宮巣している。それらの場所が曲和状

態になると、草地へと拡大していたことから基本

的には、岩地を h子む傾向にあって、草地が次の順

位になると考えられる。ポンモンリ繁殖地の実態

は、南剛草付き斜面白中にオオセグロカモメの古

巣が増加していることから、この繁殖地形成初期

には、ウミネコが北醐断崖で哩先していたものが

草付き斜面に移動した可能性がある。

これらのことから牧場内の環境が、草地の中に

露岩が点在し北部海岸掛の断崖地昨に似通ってい

ることで新たな繁殖地の究成地となったことが考

えられる。しかし、これらの環境を併せ持つ地頃

は他にも北部海岸核繁殖地から牧場内畦殖地まで

の 8Km の間に存在しているにも関わらず、繁殖

地形成が見られ江いことから、他の主要因について

も考える必要がある。例えば草地の草丈が自黙下

とは遣い、放牧により一時に低くなっていること

がある。海岸側の繁殖地でも、草丈の高い簡所よ

り低い箇所に宮県が多い傾向にあった。

おわりに

以上のように、これまでの調査の結果から考え

られる事柄を述べてきたが、これらは推削の域を

脱していなく、現在のところ明確な要因や関連性

は見出せない状態である。

繁錨地の消滅や移動がどのようにして起こるの

か、また現荘増加しつつあるオオセグロカモメ白

仏唆女個体による古巣がウミネコ緊殖地にどのよう

な変化を生じさせるのか、今訟の調査がさらに必

要である。

最後に、この調査に協力していただいた日本野

日の会道北支部 l会且の志水顕正保村正樹民高

田誠氏、そしてハンデイングに特に指導協力して

いただいた苫小牧市の三浦二郎氏には、紙上をお

借りしてお礼を申し上げる。
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